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得なかった．3週間後，右鼠径淋巴節は小指頭大

に腫大，生検にて細網細胞肉腫の組織診を得た．

Tube「culiis　slein　Test陰性，　CRP　l．5mg／dl　VEMP

療法，Lineac昭射で部分寛解を得るも粟粒間質

性肺転移にて死亡した．細網肉腫の脾原発例は甚

だ稀であるが，培検又は開腹時に周囲又は全身性

伝播のため原発巣不明の例も少くない．本例は脾

原発を判断する上に伝播期前に施行した67Ga－

scintigraphyが有用であった．

15・67Ga　scintigraphyで特異な肺所見を呈した細

　　網肉腫3例

平田　勇三　　熊野　町子

楢林　和之

　（兵庫がんセンター・放）

内田　常夫　　西山　章次

　　　（神戸大・放）

　67Ga－citrateによる腫瘍シンチグラフィーで肺

にびまん性集積像を認めた細網肉腫の3症例を経

験した．3症例とも細網肉腫の生検診断を受，Linac

照射，VEMP療法を施行中であった．いずれも

67Ga－citrateによるシンチグラムでびまん性の肺

集積像が得られた．

　67Ga－citrateの両肺びまん性集積は肺炎の場合

にも出現するとの報告をみるが，胸部X線像で全

肺に網状陰影を認め，肺炎症状を認めたのは第1

症例のみで，他の2症例は肺炎症状もなく，胸部

X線像でも異常影は見られなかった．細網肉腫の

場合に腫瘍細胞が血液中に出現して，白血病化す

る現象は，白血性細網肉腫として知られているが，

3症例ともこの現象が確認され，肺にも細網肉腫

細胞様浸潤が存在したことが想像される．本症例

の67Ga－citrateの肺内びまん性集積は，この細網

肉腫の白血化に起因したものと推定される．

　しかも，この肺所見はX線写真よりも早期に

出現，描出されており，悪性リンパ腫の肺病変の

早期診断に有用な手段と考えられる．
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16・甲状腺reticUlum　cell　sarcomaの診断，治療

　　計画および効果判定にRI検査が有意義であ

　　った1症例

○谷口　脩二　　福田　照男

　浜田　国雄　　武内　徹一

　越智　宏暢　　玉木　正男

　　　　（阪市大・放）

　　　　須賀野誠治

　　　　（阪市大・1外）

　内間　恭堅　　鎌谷　正博

　津田　明子

　　　　（ツジ病院）

　甲状腺原発の細網肉腫は可成り稀れなものであ

るが，我々は本症の診断，治療計画および効果判

定にRI検査が極めて有用であった一症例を経験

したので，若干の考察を加えて報告した．症例：

75才の男性，急速に増大する左頸部腫瘤と嚥下困

難を主訴として来院．X線検査にて食道，気管の

右方偏位を認め，検査所見にてLDHの高値を見

る他は異常無く，T3，　T、値共に正常範囲であっ

た．甲状腺腫瘍を疑がい1311，続いて6？Gaによ

るシンチグラフィーを行ったところ1311では右葉

中央から下極，左葉中央部に欠損像を認めた．

67Gaでは腫瘤に一致したRIの強い集積を認めた．

この2っのシンチグラムよりMalignant　lymphoma

など悪性度の高い甲状腺腫瘍を疑がい手術を施行．

腫瘤は小児頭大で咽頭部および食道を取り囲む様

に発育し，縦隔内に伸展していたためその部を残

して切除，甲状腺細網肉腫の組織所見を得た．術

後化学療法を始めたが，10日目頃から再び同部に

腫瘤が出現，急速に腫大してきた．67Ga　2　mCi－一

回投与後経時的にスキャンを行い，放射線治療に

よる像の変化を見た．67Ga投与後72時間のシン

チグラムで照射範囲を決め直ちに治療を開始．

67Ga投与7日後（1，000rad照射後），12日後

（1，600rad照射後）と日を追って明らかに集積像

の縮小が認められた．悪性度が高く，Gaが強く

集積し，放射線療法や化学療法に良く反応する腫

瘍の場合，照射野の決定，治療効果の判定にGa
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シンチグラフィーは有用であり，一回投与法で治

療期間中経時的に追跡していく方法は新しい試み

と考える．

たので，髄様癌の診断には，これらの疾患を除外

できれば，可能であると思われる．

17．甲状腺髄様癌の診断，早期発見及び術後

　　follow　upに有用であったCalcitoninのRadio－

　　rmmunoassay

福永　仁夫　　土光　茂治

山本　逸雄　　森田　陸司

鳥塚　莞爾

　　　（京大・放）

　　　隈　　寛二

　　　　（隈病院）

　甲状腺髄様癌は，parafollicular　cell，つまりC・

cellの腫瘍で，　calcitonin（CT）を分泌する特徴を

有する．CTのRadioimmunoassayを確立し，髄様

癌に於ける臨床的意義について検討した．Radio－

immunoassayは，　standard及び標識hormoneに

は合成ヒトCT－M（Ciba）を，抗体にはこれで免疫

した抗ヤギ血清を使用した．Hunter・Greenwood

法にて標識し，その精製はSephadex　G－25及び

G－100を用いた．assayは非平衡系で行ない，

charcoal－dextran吸着法にてboundとfreeを分

離した．standard　curveは0．1－10ng／m1が測定可

能であり，又髄様癌患者血清と平行した．特異性，

再現性，回収率共に良好であった．髄様癌15例を

含む各種甲状腺疾患では，髄様癌のCT値は1．2－

340ng／m1と，正常値（0．3ng／ml以下）に比して極

めて高く，他の甲状腺疾患と重なりを認めず，鑑

別に有用であった．CTはCa濃度上昇に反応して，

C－cellより分泌される為，臨床症状を呈さない髄

様癌，即ち家族発生例の隠れたmember等の発見

に有益であり，3家系4例の患者を早期に診断で

きた．CTの測定は，髄様癌の術后のmonitoring

にも利用される．腫瘍の完全別出例4例では，術

后CTは正常値に復したが，3例は術后依然とし

て高値であり，腫瘍の残存又は転移が示唆された．

その他高CT値は，腎不全，悪性腫瘍による高

Ca血症，　neural　crest　originの腫瘍で認められ

18・99mTc・pyrophosphateの著名な摂取が極めて

　　su99estiveであった後腹膜Embryonic　osteo－

　　fibromatous　mesenchymomaの一例

○高橋　　豊　　赤坂　清司

　　　（天理病院・血液内）

　三宅　健夫　　酒井　正彦

　　　　（同・消化器）

　田中　敬正　　黒田　康正

　小林　　聡

　　　　　（同・放）

　後腹膜腫瘍で，充実性石灰化像を呈し，99mTc－

pyrophosphateの著明な摂取より滑形成機転を推

定し，別出標本の組織像では，骨化生を伴う線維

腫様像に加え幼若mesenchyme　cel1を含み，　embry

onic　osteofibromatons　mesenchymomaとも称す

べき所見を呈した例を報告する．症例は45才主婦，

約3年前の腹部X線像に異常はなかった由で，19

75年4月，左季肋下腫瘤を指摘されて1ケ月後

入院した．腫瘤は小児頭大球状，表面凸凹不整，

著るしく硬く，表在性淋巴節腫大を認めず，検査

成績上，軽度の低色素性貧血の他は，肝，腎機能

あるいは血清学的，内分泌学的に異常所見なく，

電解質も正常，腫瘤はX線上充実性石灰化陰影

を呈し，胃，注腸透視，腹腔動脈造影，腎孟造影，

膵管造影，肝・脾・腎scintigram，及びEchogramで，

脾外・腎外・膵外・後腹膜腫瘍と判断した．腫瘤

内に99mTc－S　colloidの摂取なく，67Ga－citrateの中

等度摂取あり，また腫瘤内に骨形成過程を推定さ

せるに充分な99mTc－pyrophosphateに対する著明

な親和性を示した．開腹にて腫瘍は左腎，副腎間

より発生，約1，0009，組織像は上記の如くで，骨

化生を示すものの骨梁間隙は線維組織で占められ

骨髄要素を欠き99mTc－S　colloid非摂取所見と一致

する．67Ga－citrate摂取は幼若間葉細胞の混在と

の関連も推定された．本症例の呈する腫瘍組織像
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